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令和５年度 第１回北栄町栄財産区管理会 議事録 

 

日 時  令和５年８月２３日（水）午後２時～午後３時１５分  

場 所  大栄農村環境改善センター 会議室３ 

出 席 者 
管理会：藤井委員、横山委員（会長代理）、宮本委員、伊藤委員、徳山委員 

    （欠席）森田会長、長谷川委員 

事務局：企画財政課 中野課長、稲井室長、山本 

内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

１．開会 

 

２．あいさつ 

 

３．委員紹介 

  前任者の逝去により新たに管理委員に着任された伊藤委員（東亀谷自治 

会）を紹介 

  ・議決日 令和５年６月１６日 

  ・任 期 令和５年７月１日から令和７年１１月２１日まで 

 

４．議事録署名人の選任 

  徳山委員、藤井委員を指名 

 

５．協議事項 

 

（１）令和４年度北栄町栄財産区特別会計決算について 

 ＜事務局＞令和４年度の決算状況について説明 

 ＜委員＞意見なし 

 

（２）栗木の無料開放について 

 ＜事務局＞ 

 ・前年度までは１本オーナーや無料開放等、方法を変えながらイベントを 

継続してきた。 

 ・今年度は町民の方に向けたイベント実施だけでなく、栄財産区区域内の 

自治会での活用も含めて栗の木の活用について協議をお願いしたい。 

 ・理由としては、委員の交代等により栄財産区の存在を知らない区域内の 

住民の方が増えてきていることが考えられるため、今一度、区域内の住 

民の方に財産区の存在を再認識していただく機会が必要ではないかと考 

えたため。 

＜委員＞ 

・これまで継続してきたものなので、今年度も町民の方に向けたイベント 

を実施してもらいたい。 

 ・毎回実施方法を変えるより、昨年度に引き続き無料開放してはどうか。 

 ・昨年度は１日限定としたため、台風等により延期が必要となったことや 

個数制限がなかったためにイベント後半に収穫できる栗が少なかったこ 

とが反省点としてあったため、多くの方が収穫できるよう一定の期間イ 

ベントを実施し、個数制限を設けては。 
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 ・また、今後の検討材料のため、参加者にアンケートを取っては。 

 

 ＜事務局＞ 

 ・いただいたご意見をもとに今年度はイベントの実施内容を①無料開放、 

②期間設定、③個数制限、④アンケート実施とし、参加された方の意見 

をもとに、次年度以降の栗の木の活用について管理会で検討することと 

する。 

 

（３）その他 

【委員に欠員が生じた場合】 

＜事務局＞ 

・自治会の役員とは異なり、欠員が生じた場合、事務局側でその事実につ 

いて把握することが難しいため、該当の事由が生じた場合は、事務局ま 

でご一報いただきたい。 

 ＜委員＞ 

 ・了解した。 

 

６．閉会 

 

 

 


